


















































































































































































































































































































































































.477*申＊．525**＊．431本*本．642**＊ ．448**＊ 、476**＊ ．334**＊ 、344*本
指導保育者
のｲﾒｰ ｼﾞ
実習中に感
じた不安
就業意識
[指導性・幼児主体］
[穏和さ］
[活動性〕
[実習態度の不安］
[保育技丑の不安］
[上位志向］
[挑戦志向］
[価値志向］
[対人志向］
[労働条件］
.445**＊．584**＊．588**＊、690**＊－．171本－３１１本＊
.202本-.246●＊
､127＊ 、200本
－．４１３本*＊
､398**＊ 、499**＊ 、364*＊
－．１９７*＊一．２１２＊
､163*＊．250*＊、３１０*＊、327本
数値はステップワイズ法により選択された項目の標準化偏回帰係数（β）．＊*＊β<､001,＊＊β<､０１，＊ｐ<､０５
-.426本
－．476本
［保育者モデルの獲得]の規定因の志望進路による比較［保育者モデルの獲得]について、すべ
ての志望進路を込みにした全体では、決定係数(ﾉ?２（自由度調整済、以下同じ)）＝､477であった。
説明変数として選択されたものは、「指導保育者のイメージ」の[指導性・幼児主体]、［穏和な性
格］、［活動性]、および「就業意識」の[価値志向]であった(Table2-1)。説明変数として選択
された項目の特徴から、指導保育者が子ども主体で指導性がある保育をし、また穏和な性格、活
発さといった保育者としての良好な資質をもっていると感じられ、かつ学生自身が保育職に対し
て社会的な意義や価値を期待しようとする志向を持っていることが、実習の中で保育者モデルを
明確化する要因であると考えることができる。
志望進路により[保育者モデルの獲得]の規定因を比較したところ、全ての志望進路において保
育者のイメージの[指導性・幼児主体]、就業意識の[価値志向]が説明変数に挙げられたが、保育
職志望者においてのみ［活動性]が説明変数となっており、保育職志望者において、将来像とし
ての保育者モデルの獲得には指導保育者に活動的なイメージを持つことが関与していると考えら
れる。
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［自信喪失]の規定因の志望進路による比較［自信喪失]について、すべての志望進路を込み
にした全体では、決定係数=.488であった。説明変数として選択されたものは、「指導保育者のイ
メージ」の[指導性・幼児主体]、［穏和な性格]および「就業意識」の[挑戦志向]が負の方向で規
定因になり、さらに「実習中に感じた不安」の[実習態度の不安]が規定因であった(Table2-2)。
説明変数として選択された項目の特徴から、指導保育者に対して子どもへの指導性や穏和な性格
といった資質に疑問を持ち、また保育職に対して自発的、挑戦的に関わろうとする志向が低いこ
と、さらには実習において実習態度に不安を持っていることが、実習によって自信を喪失する要
因であると考えることができる。
志望進路により［自信喪失]の規定因を比較したところ、第一の規定因となった項目が志望進路
により異なっていた。すなわち、保育職志望者では実習態度面の不安の高さが、小学校教諭志望
者では保育者を冷たいと感じることが、一般職志望者では保育者が活動的でないと感じる事が、
それぞれ保育者としての自信を喪失する第一の説明因であった。また､｢就業意識」の[挑戦志向］
の低さは保育職志望者のみ、「指導保育者のイメージ」の[穏和な性格］の低さは小学校教諭志望
者のみ、［活動性]の低さは一般職志望者のみにおいてそれぞれ規定因となっており、［保育者モ
デルの穫得]の規定因がすべての志望進路において概ね類似していたのとは対照的に､［自信喪失］
の規定因については志望進路による差異が顕著であった。
総合考察
研究結果の総括
本研究では、４年制大学の保育者養成課程において保育所実習を経験した学生を対象にした調
査結果から、実習の感想および就業意識と志望進路との関係を中心に分析を行なった。分析１に
おいては、指導保育者から指導を受けた感想、実習において指導保育者のイメージ、実習中に感
じた不安、および就業意識の、志望進路による差異について分析した。その結果、指導を受けた
感想および就業意識において志望進路による差異が顕著であり、前者については小学校教諭や保
育職を志している学生は、一般職を志望している者と比較して、実習を通した保育者モデルの獲
得が促され、また実習によって保育者としての自信を高めていることが示唆された。小学校教諭
を志望する学生は、対象となる子どもの年齢や実習の内容は小学校とは異なってはいても、教育
職として近接領域にある保育所での実習を体験することにはさほど抵抗感が無く、保育職を志し
ている学生と同様に保育者としての資質を身につける事が出来たと考えられる。他方、教育、保
育職への就職志望を持たず、一般職を志望している学生においては、実習が保育者としての自信
を低下させ、保育者アイデンティティの拡散傾向に繋がっている状況が伺われた。なお、本研究
における質問紙は実習後に実施したものであるため、一般職志望者の中には、実習前から保育職
への就職志望が無かった者だけでなく、実習後すなわち実習の経験により保育職への就職志望が
無くなった者もいることが予想される。本研究の結果からは実習により就職志望に変化が生じた
保育者養成課程の大学生における保育実習の印象および就業意識の希望進路による差違５５
か否かは明ではないが、少なくとも実習の経験と就職志望との間にはある程度の関係があると考
える事が出来よう。また、後者の就業意識については、保育職志望者は一般職志望者よりも昇進
や社会的地位の向上に対する志向が低いことが示された。この結果については、保育職を志す学
生は、就職に対しては社会的な成功よりもむしろ「子どもが好き」といった職業特性に関わる指
向性が強いことによると考えられる。また、小学校教諭志望者よりも仕事に対して自発的、挑戦
的に取り組もうとする志向が低いことが示された。この結果については、学生は保育職よりも小
学校教諭に対して自発的、挑戦的な職業であるというイメージを持っている事が考えられるが、
これに加えて小学校教諭になるためには教員採用試験の受験が必要になり、それは保育職に比し
て難関であることも、職業に対する自発的、挑戦的な印象を高めていることが推察される。
分析２では､保育者アイデンティティの確立の指標となる設問１の[保育者モデルの獲得]と［自
信喪失]について、それぞれの規定因の志望進路による差異を検討した。まず、保育者モデルの
穫得については、すべての志望進路に共通して、指導保育者に対して保育者としての良好な資質
を認識し、保育職に対して社会的な意義や価値を期待しようとする志向を持つことが規定因とな
ることが示唆された。また特に保育職志望学生においては、指導保育者に活動的なイメージを持
つことが保育者モデルの穫得を促す要因であった。
他方、保育者としての自信の喪失については、志望進路による差異がみられ、実習において保
育者としての自信を得るか失うかの規定因は、志望進路によって異なることが示唆された。この
結果は､保育や実習に対する認識が志望進路によって異なる可能性を示唆していると考えられる。
例えば、分析１において自身を喪失しやすいことが示された一般職志望者においては、指導保育
者に対して活動的なイメージを持つことができないことが自信喪失に繋がっていることが示され
た。小泉・田爪(2005)によれば、保育者アイデンティティの確立傾向にある学生は、指導保育者
を有効なモデリングの対象とする事が出来ているという。活動的であることは多くの学生が保育
者に対して抱くイメージであると思われるため、一般職志望者においてはこのような典型的な保
育者のイメージを指導保育者に見いだせないことがモデリングを困難にし、自信喪失に至ってい
るという可能性が考えられる。
本研究において、保育者アイデンティティの確立に関わる実習に対する印象や、就業意識が志
望進路によって異なっていたことは､特に志望進路が多岐に渡る４年制大学における保育者養成、
実習指導を卒業後の進路の多様性をも見据えたキャリア教育の視点から見直す必要性を示唆した
ものであると考えられる。本来、保育者養成や保育現場における実習指導は、保育者を目指して
いる学生を前提として行なわれるものであるが、資格･免許への志向が社会的に増加する中、様々
な学生の特性に応じた教育的支援が必要になるであろう。また他方では、学生の個々の志望進路
を尊重しながらも、養成過程の中で学生が保育職の社会的意義や素晴らしさを理解し、保育者ア
イデンティティの確立がなされていき、保育職への志望が促されていくための教育的支援の取り
組みも必要であるといえよう。
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今後の課題
さいごに、本研究の今後の課題について述べる。まず、本研究における調査の実施時期が３年
次の中盤であったことから、志望進路が明確化しつつもまだ不確定な部分もあったと思われる。
また、調査は保育現場での初めての実習の経験後に実施したものであるため、その後の実習経験
によって実習や保育職に対する印象も変化する可能性が考えられる。これらの点を踏まえると、
就職に対する意識の変化や実習の進度を踏まえた、時系列的な変化についても検討する必要があ
る。さらに、実習指導をはじめとする保育者養成における、志望進路の特性を踏まえた個別的な
教育的支援のありがたについても検討する必要があろう。
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TAZUMEHirotsugu
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groups．
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